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参院選
投票日は

7月7日

凋日

る
く
正
し
い

こ
の

　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
去
る
十

三
日
公
示
さ
れ
、
来
る
七
月
七
日
が

投
票
日
で
す
。

　
こ
の
選
挙
は
「
明
る
く
正
し
い
選

挙
」
を
目
標
に
「
有
権
者
投
票
総
参

加
」
が
強
く
さ
け
ば
れ
て
い
ま
す
の

で
．
一
人
残
ら
ず
投
票
す
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

地
方
区
は
黒
。
全
国
区
は
赤

　
投
票
日
に
は
入
場
券
と
引
換
え
に

投
票
用
紙
が
交
付
さ
れ
ま
す
．
今
回

は
地
方
区
．
全
国
区
同
時
に
投
票
が

行
わ
れ
ま
す
が
、
投
票
用
紙
は
地
方

区
は
黒
、
全
国
区
は
赤
に
印
刷
し
て

あ
り
ま
す
か
ら
、
よ
く
た
し
か
め
て

か
ら
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
投
票
用
紙

を
ま
ち
が
う
》
投
票
が
無
効
に
な
り

ま
す
．

投
票
は
地
方
区
（
黒
）
が
さ
き

　
　
　
全
国
区
（
赤
）
が
あ
と

　
投
票
所
で
投
票
用
紙
を
渡
す
順
序

選
挙
を

票
を
大
切

は
、
地
方
区
を
さ
き
に
渡
し
ま
す
の

で
、
こ
の
地
方
区
の
投
票
が
終
っ
て

か
ら
全
国
区
の
投
票
用
紙
を
受
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
開
始
時
間
は
午
前
七
時
か
ら

で
す
。
終
る
時
間
は
投
票
所
に
よ
っ

て
ち
が
い
ま
す
か
ら
、
入
場
券
に
か

い
て
あ
る
時
間
を
確
め
て
遅
れ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
記

載
し
た
ら
二
つ
に
折
っ
て
投
票
箱
の

中
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
小
さ
く
い

く
つ
も
折
っ
た
り
す
る
と
開
票
の
と

き
、
破
け
た
り
す
る
ば
か
り
で
な

く
、
開
票
時
間
が
長
び
く
も
と
に
な

り
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
．

　
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

・
不
在
者
投
票
は
や
む
を
得
な
い
事

　
由
に
よ
り
選
挙
当
日
自
か
ら
投
票

　
所
に
行
け
な
い
者
に
つ
い
て
の
み

　
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
・
こ
の
不
在
者
投

票
用
紙
及
び
投

票
用
封
筒
の
交

付
請
求
並
び
に

投
票
の
実
施
は

公
示
の
日
か
ら

投
票
日
の
前
日

ま
で
（
今
回
は

六
月
十
三
日
か

ら
七
月
六
日
ま

こ｛

　
で
）
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
．

　
不
在
者
投
票
の
で
き
．
る
も
の

ー
所
属
投
票
区
の
あ
る
市
町
村
の
区

　
域
外
で
、
職
務
業
務
に
従
事
中
の

　
も
の
。

2
や
む
を
得
な
い
用
務
、
ま
た
は
事

　
故
の
た
め
所
属
投
票
区
の
あ
る
市

　
町
村
の
区
域
外
に
旅
行
滞
在
中
の

　
も
の
。

3
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
、
老
衰
、
不

　
具
、
産
褥
に
あ
た
る
た
め
歩
行
が

　
著
し
く
困
難
で
あ
る
も
の
。

4
所
属
投
票
区
の
区
域
の
属
す
る
都

　
道
府
県
議
会
議
員
選
挙
区
の
区
域

　
外
の
住
所
に
居
住
中
の
も
の
。

地方区

立
会
演
説
会
は

六
月
二
十
六
日

十
　
日
　
町
　
市

午
後
七
時
三
十
分

民
　
体
　
育
舘

富●

肺
炎
の
た
め
死
去
さ
れ
ま
し
た
．
七

十
七
才
．

　
山
口
氏
は
昭
和
三
年
旧
下
条
村
長

に
当
選
、
同
十
七
年
県
会
議
員
、
戦
臨

後
は
昭
和
二
＋
八
年
下
条
村
長
か
ら

同
三
十
年
五
月
十
日
町
市
長
に
当
選
、

四
年
間
市
政
に
つ
く
さ
れ
ま
し
た
が

市
制
施
行
間
も
な
い
本
市
の
新
市
五

力
年
計
画
の
推
進
、
特
に
上
水
道
の

新
設
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
．

蟹
羅
獺
噸
離
麟
襯

取
得
価
格
の

3
％

七
月
一
日
か
ら
自
動
車
取
得
税

　
七
月
一
β
か
ら
自
動
車
取
得
税
が

新
し
く
設
け
ら
れ
ま
し
た
．
こ
れ
は

県
が
課
税
し
、
新
車
、
中
古
車
を
と

わ
ず
自
動
車
（
軽
四
輪
．
三
輪
も
含

む
）
の
取
得
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
．

自
動
車
の
取
得
価
格
を
も
と
に
し
て

そ
の
百
分
の
三
が
税
金
と
な
り
ま
す

が
、
無
償
で
も
ら
っ
た
場
合
や
、
な

に
か
特
別
の
事
情
で
安
く
買
っ
た
場

合
で
も
通
常
の
取
り
引
き
額
が
取
得

価
格
と
み
な
さ
れ
課
税
さ
れ
ま
す
．

免
税
点
は
取
得
価
格
が
十
万
円
以
下

で
あ
る
場
合
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
．

　
税
額
の
計
算
例

栂
e
官
麟
＆
少
O
O
O
x
5
0
ψ
O
O

　
”
；
ふ
8
（
戴
曲
）

県
中
小
企
業
診

断
を
実
施

・
受
付
を
す
る
診
断
の
種
類

工
場
診
断
、
商
店
診
断

・
受
付
期
間
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第
1
回
防
災
会
議
開
く

委
員

　
各
種
災
害
に
備
え
防
災
態
勢
に
万

全
を
期
す
た
め
、
去
る
＋
七
日
市
役

所
で
第
一
回
の
防
災
会
議
を
開
き

運
営
規
定
及
び
地
域
の
防
災
計
画
な

ど
に
つ
い
（
審
議
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
防
災
会
議
は
防
災
相
互
間

に
お
け
る
連
絡
を
密
に
す
る
た
め
の

防
災
会
議
設
置
条
例
に
よ
り
つ
ぎ
の

二
十
七
人
の
委
員
に
ょ
り
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
防
災
会
議
の
内

容
は
次
号
で
お
知
ら
ビ
し
ま
す
．

　
村
山
謙
吉
（
十
日
町
市
長
）
、
細

野
一
郎
（
食
糧
事
務
所
十
日
町
支
所

27

人
を
委
嘱

長
）
、
遠
藤
薫
（
十
日
町
労
彷
基
準

監
督
署
長
）
、
小
林
芳
郎
（
建
設
省

信
濃
川
工
事
事
務
所
＋
日
町
出
張
所

長
）
、
伊
藤
一
幸
（
＋
日
町
財
務
事

務
所
長
）
、
相
馬
百
合
彦
（
十
日
町

土
木
出
張
所
長
）
、
丸
田
貞
介
（
十

日
町
保
健
所
長
）
、
鈴
木
智
（
十
日

町
病
院
長
）
、
阿
部
昭
平
（
十
日
町

警
察
署
長
）
、
福
原
正
義
（
十
日
町

警
察
署
次
長
）
、
小
川
彦
一
郎
（
十

日
町
市
助
役
）
、
高
木
佐
五
郎
（
十

日
町
市
収
入
役
）
、
池
田
作
三
（
十

日
町
市
役
所
市
長
室
長
）
、
林
一
郎

（
十
日
町
市
役
所
建
設
課
長
）
、
山

田
真
佐
栄
（
†
日
町
市
社
会
福
祉
事

務
所
長
）
、
阿
部
勝
次
（
十
日
町
消

防
署
長
）
、
月
岡
健
二
（
十
日
町
市

教
育
長
）
、
菅
村
新
蔵
（
十
日
町
市

消
防
長
）
、
島
田
善
作
（
十
日
町
市

消
防
団
長
）
、
中
，
村
豊
弘
（
十
日
町

駅
長
）
、
小
宮
山
綱
雄
（
十
日
町
電

報
電
話
局
長
）
、
吉
田
一
、
郎
（
東
北

電
力
十
日
町
営
業
所
長
）
　
石
坂
賢

次
（
日
通
小
千
谷
支
店
＋
日
町
営
業

所
長
）
、
馬
場
交
作
（
＋
日
町
運
送

株
式
会
社
社
、
長
）
、
滝
沢
甲
子
郎

（
十
日
町
商
工
会
議
所
副
会
頭
）
、

樋
口
清
（
十
日
町
市
農
業
協
同
組
合

長
）
、
相
沢
武
雄
（
越
後
交
通
十
日

町
営
業
所
長
）
．

昭
和
四
＋
四
年
三
月
ま
で

・
診
断
の
実
施

申
し
込
み
順
に
そ
の
都
度
計
画
し

実
施
期
日
を
通
知
す
る
．

・
実
施
日
数

工
場
診
断
二
日
、
商
店
診
断
一
日

を
原
則
と
し
必
要
に
応
じ
増
や
す

も
の
と
す
る
。

・
診
断
員

県
職
員
、
民
間
診
断
員

・
申
込
先

県
商
工
労
彷
部
、
中
小
企
業
指
導

室

元
　
市
　
長

山
口
孝
一
氏

　
市
内
下
条
の
元
市
長
山
口
孝
一
氏

は
、
去
る
十
三
日
自
宅
で
え
ん
下
性

事

業
主
に
も

退
職
金
の
共
済
制
度

　
事
業
主
の
老
後
の
生
活
安
定
に
、

ま
た
不
測
の
事
態
に
備
え
た
共
済
制

度
で
す
。

　
・
加
入
資
格

　
小
規
模
企
業
の
事
業
主
（
会
社
、

企
業
組
合
、
協
業
組
合
の
場
合
は
そ

の
役
員
）
で
あ
れ
ば
ど
な
た
も
自
由

に
加
入
で
き
ま
す
．

　
小
規
模
と
は
、
従
業
員
が
二
十
人

（
商
業
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
五
人
）
以

下
の
企
業
を
い
い
ま
す
。

　
・
掛
金

　
共
済
制
度
で
す
か
ら
掛
金
を
毎
月

か
け
て
い
た
y
き
ま
す
が
、
五
百
円

か
ら
五
千
円
ま
で
．
　
　
　
　
　
　
“
”

　
・
共
済
金
な
ど
の
支
払
い
　
　
　
、

　
加
入
者
が
事
業
を
や
め
た
場
合
、

例
え
ば
毎
月
五
千
円
づ
つ
掛
金
を
払

込
ま
れ
た
加
入
者
が
、
三
十
年
目
に
、

事
業
を
や
め
れ
ば
六
百
三
十
万
円
余
…
㎜

の
共
済
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
…
”

　
・
特
典

　
税
法
上
の
特
典
と
し
て
掛
金
金
額

が
所
得
税
．
住
民
税
に
お
い
て
所
得

控
除
が
あ
り
ま
す
．

　
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
市
商
工
課
㎜
㎜

ま
た
は
、
商
工
会
議
所
へ
お
た
ず
ね
㎜
…

く
だ
さ
い
．

金
沢
さ
ん
が
醐
位

　
　
　
　
　
市
民
魚
釣
大
会

　
第
十
二
回
市
民
魚
釣
大
会
が
去
る

六
日
大
池
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
好

天
気
に
恵
ま
れ
約
百
人
近
く
の
釣
マ

ニ
ア
が
早
朝
か
ら
押
し
か
け
、
自
慢

の
ウ
デ
を
競
い
ま
し
た
．

成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

一
位
　
金
沢
裕
障

二
位
　
樋
熊
貞
利

三
位
宮
入
　
沼
二

四
位
吉
田
　
弘
一

　
　
　
公
民
舘
行
事

　
　
●
料
理
教
室

　
　
　
　
　
昼
食

　
　
材
料
費
　
百
五
十
円

　
　
●
手
芸
教
室

　
六
月
二
＋
四
日
（
二
日
目
）

　
　
夏
物
の
ス
カ
婁
ト
の
作
り
方

　
　
●
家
庭
教
育
学
級

　
六
月
二
十
九
日

　
　
幼
児
，
小
、
中
学
生
学
級
合
同
学

　
　
習

　
　
題
　
祖
父
母
と
子
供
の
関
係
に
つ

　
　
　
　
い
て

　
　
講
師
　
小
林
文
成
先
生

　
　
●
家
庭
教
育
学
級

　
七
月
二
日

　
　
幼
児
、
小
、
中
学
級

　
　
●
手
芸
教
室

　
七
月
六
日

　
　
「
ゆ
か
た
に
合
う
軽
い
お
び
の
作

　
　
り
方
」

　
　
●
中
越
公
民
舘
大
会

　
七
月
十
五
日

　
　
場
所
　
小
千
谷
市

　
　
●
合
唱
教
室

　
　
毎
週
木
曜
日

　
　
●
新
婚
学
級

　
と
き
六
月
二
十
四
日
（
一
回
）

籠ぴ
”
・
．
六
月
＝
十
二
日
　
食
事
の
献
立
方
法

器■，鵠“

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
就
業
構
造
基
本
調
査

　
七
月
一
日
現
在
で
商
業
調
査
並
び

に
就
業
構
造
基
本
調
査
が
行
な
わ
れ

ま
す
。
商
業
調
査
は
二
年
ご
と
に
実

施
さ
れ
、
本
年
は
第
九
回
目
で
全
国

の
商
店
の
分
布
状
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
就
業
構
造
基
本
調
査
は
、
三
年
ご

と
に
行
な
わ
れ
今
回
は
全
国
で
一
万

九
千
調
査
区
の
う
ち
三
十
万
世
帯
が

抽
出
さ
れ
　
当
市
で
は
十
調
査
区
が

指
定
さ
れ
、
十
五
才
以
上
の
人
に
つ

い
て
就
業
者
の
産
業
別
、
職
業
別
、

労
彷
時
間
収
入
額
な
ど
に
つ
い
て
調

査
す
る
も
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

五
位
　
堀
　
　
元
三

六
位
　
荒
屋
　
　
繁

七
位
　
田
村
　
文
作

　
川
治
上
町

五
百
八
＋
9
i

　
　
　
新
座
一

五
百
五
＋
3

　
　
学
校
町

五
百
四
＋
α
σ

　
　
　
高
山

五
百
二
十
3

　
高
田
町
三

五
百
9

　
高
ヨ
町
三

五
百
8

　
　
　
高
出

四
百
六
十
3

　
百
万
円
を
寄
付

　
立
正
佼
成
会
会
長
庭
野
日
敬
氏
H

菅
沼
出
身
”
は
こ
の
ほ
ど
新
庁
舎
備

品
購
入
に
と
百
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
午
後
七
時
三
十
分
～
九
時

　
　
　
　
　
三
十
分
）

　
と
こ
ろ
　
公
民
舘

　
講
　
師
　
登
坂
行
雄
先
生

　
学
習
内
容
　
新
婚
さ
ん
の
た
め
の
夫

　
　
　
　
　
婦
論

　
と
き
七
月
一
日
（
二
回
）

　
　
　
　
　
午
後
七
時
三
十
分
～
九
時

　
　
　
　
　
三
十
分

　
と
こ
ろ
　
公
民
舘

　
講
師
　
市
保
健
婦

　
学
習
内
容
　
「
新
し
い
家
族
計
画
」

　
　
　
　
　
映
画
「
め
ば
え
る
生
命

　
　
　
　
　
を
」

甜罰1
0

闘

　
　
富
井
さ
ん
選
管

　
　
　
委
員
に

皿
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
太
田
藤

、
吉
さ
ん
（
7
8
）
“
四
日
町
新
田
n
は

藤
灘
罐
灘

肺
　
な
お
太
田
さ
ん
け
去
る
三
十
五
年

雛
四
月
以
来
八
年
勤
続
し
、
全
国
市
区

甜
選
管
連
合
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た

一310
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都
市
計
画
の
再
検
討

用
途
地
域
・
準
防
火
地
域
の
指
定
へ

　
市
で
は
市
街
地
（
旧
十
日
町
”
山

地
を
除
く
、
川
治
の
一
部
、
中
条
の

一
部
）
を
対
象
に
「
用
途
地
域
」

「
準
防
火
地
域
」
を
指
定
す
る
計
画

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
市
街
地

内
の
土
地
が
無
計
画
な
ま
x
に
各
人

の
自
由
意
志
に
ま
か
せ
て
お
い
た
の

で
は
、
各
種
用
途
の
建
築
物
が
ま
ざ

り
合
い
、
都
市
の
発
展
を
さ
ま
た
げ

　蟄繭謹

市
民
生
活
、
特
に
居
住
環
境
に
悪
影

響
を
及
ぽ
し
ま
す
o
た
と
え
ば
、
工
場

の
操
業
に
よ
っ
て
発
生
す
る
ば
い
煙

騒
音
、
汚
水
、
悪
臭
等
は
居
住
環
境

ば
か
り
で
な
く
、
逆
に
工
場
側
に
と

っ
て
も
周
囲
か
ら
の
苦
情
や
、
原
材

料
製
品
の
搬
入
、
出
に
対
す
る
交
通

上
の
障
害
の
た
め
操
業
が
さ
ま
た
げ

ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
起
り

　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
ま
た
商
業

　
　
　
　
　
　
　
活
動
に
よ
る
風
紀

　
　
　
　
　
　
　
上
の
影
響
や
、
建

　
　
　
　
　
　
　
築
物
の
高
層
化
に

　
　
　
　
　
　
　
よ
る
日
照
、
通
風

　
　
　
　
　
　
　
、
採
光
等
が
居
住

　
　
　
　
　
　
　
環
境
を
悪
化
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
る
と
い
う
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
こ
と
に
な
る
わ
け

　
　
　
　
　
　
　
で
す
．
し
た
が
っ

　
　
　
　
　
　
　
て
出
来
る
だ
け
同

　
　
　
　
　
　
　
一
用
途
の
建
築
物

　
　
　
　
　
　
　
を
そ
の
用
途
に
ふ

　
　
　
　
　
　
　
さ
わ
し
い
、
し
か

　
　
　
　
　
　
　
も
都
雨
全
体
の
た

　
　
　
　
　
　
　
め
に
も
適
切
な
地

　
　
　
　
　
　
　
域
に
集
め
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
み
＼
に
適
し
た
環

　
　
　
　
　
　
　
境
を
つ
く
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
が
望
ま
し
い
わ
け

　
　
　
　
　
　
　
で
ず
。
こ
う
い
う

　
　
　
　
　
　
　
目
的
の
た
め
に
街

路
そ
の
他
の
都
市
施
設
を
適
当
に
配

置
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
計
画
が
「
都

市
計
画
」
で
あ
り
ま
す
が
、
用
途
地

域
内
の
建
築
物
に
つ
い
て
ど
の
程
度

の
規
制
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
表

に
あ
ら
わ
す
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。そ

　
　
の
　
他

○

○

○○

OO

官
公
庁
奪
写
用
事
務
所

O

OO

工
　
　
　
　
場
　
　
　
　
D

○

○

○

工
　
　
　
　
場
　
　
　
　
C

X

○○

OO

工
　
　
　
　
場
　
　
　
　
B

X

工
　
　
　
　
場
　
　
　
　
A

X

X

X

○

営
業
倉
｝
庫

1

×

O
∩
》
10
○

O

50

岬
以
上
の
車
庫

　
　
『

X

へ
し

○

50

㎡
以
下
の
車
犀

○

○

O

養
育
院
・
託
児
所

I

神
社
・
寺
院
・
教
会

公
衆
浴
場

OIO
（
）

OO
、
／
誕
ーOO
○OO

診
　
療
　
所

○

○

○○

住
宅
・
ア
パ
ー
ト
・
寄
宿
舎

○

（
」

O

学
　
　
　
　
校

Q
（）

Xへ）06
0
10XX

図
　
書
　
館

O

O

併
用
商
店

専
用
商
｛
店

○』○OOOOO

1飲
　
食
　
店

OO
I

OO

○0OO

旅
　
　
館
　
　
　
　
ホ
テ
ル

病
　
　
　
　
院

○○～×

料
　
理
　
店

（
）O

0

X

劇
　
場
　
・
　
映
画
館

OiO
X○

キ
ャ
　
レ
ー
・
待
合

X

Q

用
　
　
　
途

　
　
　
地
域
地
区

区地居住

区地業商

区地婁工準

区地業工

表
の
説
明
①

○
…
建
築
出
来
る
建
物

×
…
建
築
出
来
な
い
建
物

工
場
A
…
建
築
基
準
法
の
別
表
第
二

　
　
（
は
）
項
に
掲
げ
る
工
場
（
危

　
　
険
物
、
悪
臭
、
騒
音
に
よ
る
公

　
　
害
大
な
る
も
の
）

工
場
∬
…
建
築
基
準
法
第
二
（
ろ
）

　
　
項
に
掲
げ
る
工
場
（
原
動
機
を

　
　
使
用
す
る
作
業
床
面
積
百
五
十
．

　
　
平
方
㌶
以
上
の
工
場
そ
の
他
業

　
　
種
よ
り
み
て
公
害
比
較
的
小
な

　
　
る
も
の
）

工
場
c
…
建
築
基
準
法
第
二
（
い
）

　
　
項
に
掲
げ
る
工
場
（
原
動
機
を

　
　
使
用
す
る
作
業
床
面
積
五
十
平

　
　
方
耕
以
上
の
工
場
そ
の
他
業
種

　
　
よ
り
み
て
公
害
比
較
的
小
な
る

　
　
も
の
）

工
場
D
…
A
、
B
、
C
以
外
の
工
場

　
　
　
（
公
害
小
な
る
も
の
）

　
以
上
の
よ
う
な
建
物
の
用
途
を
規

制
す
る
以
外
に
も
、
建
築
面
積
の
敷

地
面
積
に
対
す
る
割
合
（
建
ベ
イ

率
）
に
つ
い
て
も
規
定
が
あ
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
住
居
地
域
、
工
業
地

域
、
準
工
業
地
域
で
は
敷
地
面
積
か

ら
三
＋
平
方
層
を
引
い
た
残
り
面
積

の
六
割
が
建
築
面
積
の
限
度
で
あ
り

商
業
地
域
で
は
七
割
と
な
り
ま
す
。

　
建
物
の
用
途
規
制
は
、
個
人
の
権

利
を
都
市
の
秩
序
あ
る
発
展
の
た
め

に
あ
る
程
度
制
限
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
一
方
で
は
緩
利
措
置
が

講
ぜ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
た
と
え
ば

そ
の
建
築
物
が
有
害
な
も
の
で
な
く

ま
た
は
公
益
上
や
む
を
得
な
い
と
認

め
ら
れ
る
も
の
は
許
可
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
用
途
地
域
が

指
定
さ
れ
た
と
き
す
で
に
建
築
さ
れ

て
い
る
建
築
物
で
、
用
途
上
そ
の
規

定
に
違
反
す
る
も
の
で
も
そ
の
ま
ま

存
続
が
認
め
ら
れ
か
つ
将
来
一
・
五

倍
ま
で
の
規
模
増
は
認
め
ら
れ
ま
す

　
以
ヒ
簡
単
に
用
途
地
域
制
に
つ
い

て
申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
十
日
町
市

で
は
地
域
の
特
殊
性
か
ら
住
居
地
域

商
業
地
域
、
準
工
業
地
域
の
三
地
域

を
指
定
す
る
よ
う
考
慮
し
て
お
り
ま

す
。　
ま
た
一
方
都
市
防
災
、
特
に
火
災

あ
て
名
に
郵
便
番
号
を

　
　
ハ
ガ
キ
や
手
紙
の
番
号
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
一
日
か
ら
実
施

　
郵
便
の
ス
ピ
ー
ド
化
を
ね
ら
い
と

し
た
郵
便
番
号
制
が
、
七
月
一
日
か

ら
実
施
さ
れ
ま
す
．

　
郵
便
番
号
は
別
表
の
と
お
り
全
國

の
郵
便
局
の
配
達
区
域
ご
と
に
つ
け

ら
れ
た
三
ヶ
タ
の
番
号
で
す
．
こ
の

番
号
で
郵
便
が
間
違
い
な
く
早
く
届

く
と
い
う
仕
組
で
す
。

　
郵
便
番
号
の
書
き
方

　
各
家
庭
に
お
配
ば
り
し
て
あ
る
郵

便
番
号
簿
（
家
庭
版
）
で
お
調
ぺ
く

だ
さ
い
．
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
府
県

の
番
号
は
、
郵
便
局
や
切
手
販
売
所

　圃一困1票

き鑛鳶
　木助県

口工1｛1ユ

、
懸灘

封
筒

稲葉948－01樽沢948－Ol　も　てまで
大黒沢　949－85　伊　達　949－85　　忘郵いす全

塁覇lll二1講釜811二1答轄享媛
上組949－86水沢949－85内に号・たの
北鐙坂948－Ol中手948－Ol郵書は　市番

講藻羅韓1霧蕃
新座乙噸，一86騰ll§二ll饗避
高島948－01　　　　　　　　番　売あ
　　　　上記を除く全域　948　　　　　　号　　しり

　
府
県
別
番
号
（
前
二
け
た
の
番

号
）
東
京
10
≧
1
9
、
神
奈
川
刎
≧
2
5
、
千

葉
27
～
2
9
、
茨
域
3
0
・
釧
、
栃
木
3
2

埼
玉
3
3
礎
3
6
、
群
馬
3
7
、
長
野
38
・

39、

山
梨
4
0
、
静
岡
唄
～
葡
、
愛
知

44

～
4
9
、
岐
阜
5
0
、
三
重
印
、
滋
賀

52、

大
阪
53
≧
5
9
、
京
都
6
0
～
6
2
、

奈
良
ω
、
和
歌
山
6
4
、
兵
庫
6
5
～
67

鳥
取
ω
、
島
根
6
9
、
岡
山
7
0
・
刀
、

広
島
7
2
・
7
3
、
山
口
7
4
・
7
5
、
香
川

76、

徳
島
77
、
高
知
7
8
、
愛
媛
7
9
、

福
岡
8
0
≧
8
3
、
佐
賀
8
4
、
長
崎
8
5
、

熊
本
8
6
、
大
分
87
、
宮
崎
8
8
、
鹿
児

島
凹
、
沖
縄
9
0
、
福
井
引
、
石
川
9
2

富
山
93
、
新
潟
9
4
・
％
、
福
島
％
・

97、

宮
城
9
8
、
山
形
99
、
秋
田
q
、

岩
手
0
2
、
青
森
0
3
、

防
止
の
上
か
ら
防
火
地
域
、
準
防
火
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ

地
域
指
定
の
必
要
が
生
じ
て
く
る
わ
，

け
で
、
建
築
物
を
防
火
的
な
も
の
に

す
べ
く
構
造
を
あ
る
程
度
規
制
し
、

不
燃
化
を
は
か
る
も
の
で
、
特
に
商

店
街
及
び
そ
の
周
辺
は
建
築
密
度
が
・

高
く
な
る
の
で
、
指
定
が
望
ま
し
い
㎜

わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
準
防
火
地
㎜

域
の
建
築
制
限
は
、

　
【
埜
防
火
地
域
】

・
耐
火
建
築
構
造

　
地
上
四
階
以
上
ま
た
は
延
べ
面
積
…

　
千
五
百
平
方
層
以
上
の
建
物

・
簡
易
耐
火
建
築
構
造

　
地
上
三
階
ま
た
は
延
べ
面
積
五
百

　
平
方
齎
以
上
の
建
物

・
防
火
建
築
構
造
（
但
し
延
焼
の
お
㎜

　
そ
れ
あ
る
部
分
以
外
は
木
造
で
よ
…

　
い
）

　
右
以
外
の
建
物

（
註
）

L
耐
火
建
築
と
は
鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
ー

　
ト
造
り
や
、
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
の
…

　
こ
と

乞
簡
易
耐
火
建
築
と
は
、
外
壁
が
鉄
…

　
筋
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
や
ブ
・
ッ
ク
造

　
り
で
屋
根
を
可
燃
機
で
造
っ
た
建

　
物
、
ま
た
は
柱
．
梁
、
床
、
壁
、

　
屋
根
を
す
べ
て
不
燃
機
で
造
っ
た
㎜

　
建
物
の
こ
と

銑
防
火
建
築
と
は
モ
ル
タ
ル
塗
木
造
．

　
や
土
塗
真
壁
造
等
の
こ
と

4
延
焼
の
お
そ
れ
あ
る
部
分
と
は
隣

　
地
境
界
ま
た
は
道
路
中
心
線
よ
り
…

　
一
階
部
分
で
は
三
材
以
内
、
二
階
…

　
以
上
の
部
分
で
は
五
耕
以
内
に
あ
…

　
る
部
分
の
こ
と

用
途
地
域
制
と
同
様
あ
る
程
度
の
緩

和
措
置
が
と
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
た
”

と
え
ば
準
防
火
地
域
が
揖
定
さ
れ
た
㎜

と
き
、
す
で
に
建
築
さ
れ
て
い
る
建
㎜

築
物
で
構
造
上
そ
の
規
定
に
違
反
し
”

て
い
る
も
の
で
も
、
そ
の
ま
x
存
続

が
認
め
ら
れ
、
な
お
増
改
築
す
る
場

合
既
存
部
分
と
同
面
積
ま
で
増
改
築
…

出
来
ま
す
．
　
（
た
だ
し
増
築
部
分
が
㎜

五
十
平
方
層
を
超
え
る
と
き
は
五
十
隅

平
方
材
ま
で
し
か
増
改
築
出
来
ま
せ
，

ん
）
た
だ
し
、
増
改
築
部
分
は
防
火

構
造
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
以
上
「
用
途
地
域
制
」
「
準
防
火
麗

地
域
制
」
に
つ
い
て
あ
ら
ま
し
を
お
…
…

知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
く
わ
し
”
細

い
こ
と
は
今
後
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
説

明
し
て
ゆ
き
、
こ
れ
ら
地
域
が
指
定

さ
れ
る
ま
で
に
市
民
の
皆
様
に
十
分
’

昭和43年度水道事業会計予算
巣筋の予定量

1）給水戸数　　　　5，085戸

2）年間総給水量　　　1，568，580吋

3）一日平均給水量　　　　　　4，297蹴’

4〉主要な建設改良事業
　第二期拡張工事事業費　　59，380干円

2．収益的収入及ぴ支出

北
海
道
04
～
9
0
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
わ
け
で
す

　支　　　　出

　　　　　　　　　千円
第漱水道事業費駕45，389

　第1項営業費胴33，164

　第2項営業外費用12，125

　第3項予傭費　100

　　収　　　　　入

　　　　　　　　　　千円
第1款水道事業収益50，009

第1項営業収益46，813

第2項営業外収益3，196

3．資本的収入及び支出

　支　　　　出

　　　　　　　　　千円
第1款資本的支出75，200

　第1項建設改良費65，352

　第2項企業債償還金4，847

　第3項貸　付　金　5，000

　収　　　　入
　　　　　　　　　千円
第1款資本的収入54，425

　第1項企　業　債53，000

　第2項出資金1，150

　第3項工事負担金　　275

資本的収入額が資本的支出額に対し、不足する額20，775千円は
当年度分損益勘定貿保資金6，674千円及ぴ綴越利益剰余金処分
鎖14，101』下・円で補ごんするものとする。

企業債の状況　　（昭和43年3月31日現在）

　
　
市
民
の
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か
ら
水
道
事
業
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運
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を
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る
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道
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業
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を
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．
そ
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も
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績
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％
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た
し
て
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す
．
こ
の
結

果
期
中
の
実
質
需
要
家
戸
数
の
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昭和42年度下半期水道事巣貸借対照衰
　　　　　（昭和43年3月31日現在）

加
は
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八
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で
、
期
末
現
在
で

は
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十
二
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と
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て

お
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す
。

　
有
収
水
量
は
、
当
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中
の
異
常

豪
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下
に
よ
る
消
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等
の
使
用
量

が
急
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、
前
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実
績
の
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・
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し
、
給
水
収
益
四

百
五
十
三
万
一
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円
の
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と
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昭和42年度下半期給水業務量の状況

区　　　　分 昭梱2隼慶下半期 昭梱博度下半期 増（ム）減

給水戸数（両 4，882 4，472 411

給水人口（人〉 23，111 23，165 △54

配総　　量（㎡） 1，303，118 1，077，341 225量777

水一日最大（㎡） 10，190 7，416 2，774

量一日平均〔m・） 7，160 5，919 1，241

有収水量（耐 776，493 625，655 150，838

有　収率（％〉 59．6 58．1 1．5

昭和堰年度下半期水道事業資金収支表
　　　　　（昭和43年3月31日）

　
り
ま
し
た
。
ま
た
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業
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つ

　
き
ま
し
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節
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ま
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十
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の
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。

　
本
年
度
の
重
点
的
事
業
は
継
続
事

業
で
あ
る
第
二
期
拡
張
工
事
で
、
そ

資 産 負債及資本
科　　　　　目 金　　　額 科　　　　　目 金　　　額

円 円

1．固定資産 1．固定負偵

（1》有形固定資産 233，195，918 （1）引　当　金 1，029，651

（2）無形固定資産 70，704 2．流動負債

2．流動資産 （1）未　払　金 196，100

（1）現金及預金 5，253，606 （2）前　受　金 6，150

（2）未　収　金 598，163 （3）その他流動負債 10，000

（3）貯　蔵　品 2，967，793 3．資　本　金
（4）短期貸付金 14，000，000 ω自己資本金 52，189，011

（5》前払費用 5，160 （2）借入資本金 185，766，637

3．繰延勘定 4．剰　余　金
（1）退職給与金 468，000 上半期純利益金 9，768，585

下半期純利益 7，593，210

計 256，559，344 計 256，559，344

昭和42年度下半期水道事業損益計算書
　　（昭和42年10月1日より昭和43年3月31日まで）

借　入　先 下半期残高 借入額 償還額 期末残高

円 円 円 円

大蔵省資金運用部 100，734，448 46，000，000 1，429，347 145，305，101

∬　（前借分） 15，000，000 15，000，000 0
公営企業金融公庫 12，384，6U 29，000，000 923，075 40，461，536

計 128，119，059 75，000，000 17，352，422 185，766，637

の
事
業
費
五
千
九
百
七
＋
六
万
円
で

あ
り
ま
す
．
そ
の
お
も
な
も
の
は
配

水
池
（
容
量
三
千
二
百
八
十
立
方

厨
）
の
完
成
と
、
都
市
計
画
区
域
内

の
配
水
管
布
設
工
事
、
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び
に
第
一

水
源
地
内
に
コ
ン
ト
翼
ー
ル
セ
ン
タ

：
の
建
設
と
し
て
建
設
工
事
、
電
気

科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

受入資金
円

支払資金
円

ω事業収益 25，081，404 m事業費用 14，504，708

ω企　業　偵 75，000，000 12揃年度未払金 ㈱

131一時借入金 △15，000，000 （3）建設改良費 63，104，496

ω出　資　金 2，411，000 14隆業1鰍還金 2，352，422

（51購産榔金 60，000 ⑤貯　蔵　品 279，140

（61前　受　金 6，150 ⑥短期貸付金 14，000，000

ω上半期繰越金 11，936，718 計 94，241，666

計 99，495，272 差引残高 5，253，606

設
備
工
事
等
を
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し
て
お
り
ま
す

　
な
お
こ
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ら
の
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と
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た
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ま
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、
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債
五
千
三
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資
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五
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自
、
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資
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，

を
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て
る
予
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で
あ
り
ま
す
。
ま
た

水
源
設
備
を
初
め
諸
設
備
の
増
強
を

図
る
た
め
に
改
良
工
事
費
と
し
て
五

百
五
十
九
万
三
円
を
計
上
し
、
自
己

資
金
を
財
源
と
し
て
そ
の
建
設
計
画

を
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た
し
て
お
り
ま
す
．

費 用 収 益

科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

円 円

原水及浄水費 4，848，502 給水収益 24，266，476
配水及給水費 2，987，310 その他営業収益 321，143

総　係　費 4，014，853 受取利息 146，322

減価償却費 2，507，730 他会計補助金 255，000

資産減粍費 53，732 雑　収　益 796，282

その他営業費用 34，830

支払利息 3，744，481

雛　支　出 575

下半期純利益 7，593，210

計 25，785，223 計 25，785，223

一311一


